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静岡地学第 76号 (1997)

西部支部巡検会の報告
~小笠出総合運動公園の地質~

森 伸一*

2002年サッカー@ワールドカップの会場に予定されている小笠山総合運動公爵の建設が、袋井市愛

野@掛川市曽我地区内で急ピッチで進められている O 山が削られ谷が埋められ変貌が著しい。せっか

く現れた露頭もその後剖られたり、網掛けをされて見ることができなくなるため、可¥笠山総合運動公

グループグは今年2月から地質調査を開始した。それらの結果をもとに、 8月 18日午後、「小

にj というテーマ と

共催で、巡検を行った。 は森が担当し、 14名が参加した。

国 1 欝査地域のj定患の分布と

主幹
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1 .地震の概要

の北東端のすぐ北側に(図 1のo)曽我層の地層が見られ、公闘をつくる

下部(下位の曽我層との境界は未確認)から中部に相当するもので、走向は北昭一南束、傾斜は 10。ほ

ど南、

が挟まれる O

さは約 380m に探岩層からなるが、厚さ 1m以上の泥岩層が 9枚と 1枚の砂岩層

2. 

⑥:茶畑の奥。曽我層の最上部、ハンモック状斜交層理の発達する砂岩層(中粒、粗粒)からなる O

小擦が散在する O 磯種は花こう岩など天竜J11起源のものも見られる O

⑥:道路沿い。全体が砂磯岩層で間に厚さ 1m 以上の砂泥層が挟まれる O 連続I~長は乏しい。砂質部分

に白い円形、棒状のサンドパイプ(生痕)が見られる o 8月末まで観察されたが、その後覆われ、

られない。走向 40
0

W、傾斜 20
0

S 0 
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⑥韓我層最上部

図2 調査地域の断面図、
は国 lに対応、

2 ③の東の露頭
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⑦:送電線の下、その後工事で治滅か覆われた。

まれる O 連続性はない。

0.4、擦種は砂岩、泥岩、チャ

東から南西

③:熊野神社の東、より m

さ 50'"'-'80cmの

cn段、は10'"'-'15 cm百

人その廷か花こう 2'"'-'3 

は ら

る 4mほどが炭化し

①: 5 

でクロスラミ

まれる O

も

さ

るO
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るO

しし

っ、υ
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るO

と

は北



さ 5mほど と

まれる O

⑫:摺鉢池の南西、 しい道路沿いの高さ 30mほどの大露頭。約 20mは灰

も挟む口この泥岩層はポーラ

るO

のデータについ にして作成し、

⑦と

メンノてー: 柴
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